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― 令和８年度 経営理念・経営方針の概略と教育課程の概要 ― 
070406 

 

 

  

「探究過程」の繰り返し 誰一人取り残さない 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業 
改善の実施 

・

・
・
・
・

各
教
科
等 

社会参画の力 

○子供たちが、既習事項を活用し、多様な他者と協働 
して、自分たちの課題を存分に追究し、解決してい 
くことができる探究的な学習の実施 

 
・

・

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間 

○子供たちが、これまでの経験を生かし、仲間と共に
納得解・最適解を見いだして、自分たちの学級・学
年・学校をつくり上げていく多様な活動の工夫 

 

特
別
活
動 「できた・分かった・高まった」の実感 自主性・協働性・社会性 

生
活
指
導 

自己指導能力の育成 命の安全教育  居場所  SOSと援助要請  共感的な人間関係の育成  自己決定の場の設定  安全で安心できる環境   

○学習指導と生活指導 
の一体化 

 ・学習指導の中で多様 
性の理解、共生の理 
念、他者とのかかわり 
方等を学び、自己実 
現への意欲を喚起 

○組織的な指導体制・相
談体制による対応 

 ・全教職員による共通指導 
を保護者との連携で推進 

 ・安全指導の計画的な実施 
 ・SC、SSW、関係機関との 

連携による対応 

○いじめ・問題行動等への対応 
 ・年間５回の実態把握の実施 
 ・未然防止の指導、早期発 
見・早期対応のための指 
導、確実な解決のための指 
導の３観点からの計画的・ 
継続的な指導の徹底 

 

 多様な感じ方や考え方に触れる 

○「

考え、議論する道徳 

道
徳 

各学年の役割 

「安心できる学校」を実現する学習活動の工夫（重点） 

「安心できる学校」を支える風土づくり 

 

○「安心できる学校づくり」プロジェクト 
 ・各学年が役割を果たし、子供たちの居場所と

安心して活躍できる場を、子供と教職員が
共創 

○特別支援教育の充実と推進 
 ・さくら組と通常の学級及び副籍制度による交

流及び共同学習の実施 
 ・ステップ教室と担任によるチームでの指導 
○ICT スキルと情報活用能力の育成 
 ・「ＩＣＴの時間」による計画的な学習 
 ・責任ある行動の習得 
○日本の伝統文化の理解 
 ・地域の歴史と伝統を学び、愛着を育む学習 
○全校児童による体育的活動の実施 
 ・すべての子供が運動の楽しさを実感 

特色ある教育活動 

○不登校への対応 
 ・わかる授業、「居場所」と「活躍の場」づくりによる未然防止と早期対応 
 ・不登校及び不登校傾向のある子供の状況に応じた「ふらっとルーム」の効
果的な活用 

 ・校内委員会や生活指導夕会の定期的・継続的な実施や、個別のケース
会議の適時な実施により、役割分担を明確にして、子供及び家庭の実状
に応じた組織的な支援の実施 
・学校以外の機関等に繋がっていない不登校の子供や家庭を「０」に！ 

本校が、「すべての子供の活躍の舞台」となるよう歩みを進めていくた
めに、発達の段階に応じて、子供たちが次のような役割意識をもち、その
役割を果たしていけるようにする。こうすることで学校全体に一体感が生
まれ、その役割が次年度へ、次年度へと引き継がれ、学校が継続的に発
展していく。行事、縦割り活動、学年や学級での活動、クラブや委員会活
動などをはじめ、日常の学校生活の中で、子供たちがこの役割を果たして
いけるようにする。 

そのために、子供たちがこの役割を果たす場を意図的・計画的に設定
するとともに、教職員が子供の伴奏者となる。そして、子供たちが安心でき
る環境の中で活躍できるように導き、励まし、役割を果たせたことを称賛
することを、私たち教職員の役割ととらえる。 

経営理念 
経営方針 

教育課程の概要 



 


